
第 35回放射線利用総合シンポジウム開催概要 

主催：（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会 

後援：文部科学省ほか 7機関（予定） 

協賛：日本物理学会、応用物理学会、電気学会、日本原子力学会、ほか 23機関（予定） 

開催法（講演、参加共）：実開催（約 40 名）と Zoomのハイブリッド、参加予定人数 100名 

開催日時：2027 年 1 月 25日（月）10:00～17:00 

会場：サンエイビル（ONSA 事務局のビル）3F会議室（大阪市中央区南船場 3-3-27） 

対象：大学や研究機関、民間企業の研究者、技術者などの専門家から一般市民まで 

開催の趣旨：放射線は、多くの研究分野における基本的なツールとして利用され、先端科学を牽引し

てきました。放射線に関する研究は、放射線利用を基本とする広範な境界領域の学際研究です。また

放射線の利用技術の向上が、利用分野の研究を飛躍的に発展させてきました。 

今回で第 35 回目となる放射線利用総合シンポジウムは、学術研究から産業応用まで放射線利用技術

の普及と向上を目的とし、異分野の研究者、技術者が相互に情報交換するという、他の講演会には見

られない特徴があります。テーマとして取り上げられた放射線利用は、ナノ材料、バイオ、医療、環

境、エネルギーなど様々な先端科学や産業応用の基盤となっています。本シンポジウムでは、このよ

うに多くの分野で注目される最先端の話題を取り上げ、さらに基礎からわかりやすく紹介することで、

専門家から一般市民まで広く参加いただきます。 

シンポジウムプログラム（予定） 

 

10:00～10:05 開会の挨拶 大阪ニュークリアサイエンス協会 会長 水田 仁 

10:05～10:15 はじめに 大阪ニュークリアサイエンス協会 専務理事 奥田 修一 

テーマ 1「関西北陸の放射線関連組織の現状と将来」- 

(1) 原子力･放射線工学分野での福井大学と関西の大学の学生の進路志望状況 

  原子力学会関西支部長、福井大学  泉 佳伸 

(2) 放射線照射利用促進協議会（JAPI）のこれまでの歩みと研究分野の今後  （仮題） 

（公財）体質研究会 放射線照射利用促進協議会 副代表、大阪公立大学 名誉教授 古田 雅一 

11:45～12:45 ＜昼休憩＞ 

テーマ 2「最前線の研究報告（学生、若手研究者による）」 

(3) 冷中性子スピン干渉と新たな中性子速度測定手法 

   京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻 博士後期課程 D2 藤谷 龍澄（オンサイト）  

(4) 診断参考レベル（Japan DRLs 2025）を用いた臨床での線量管理 

  大阪公立大学医学部附属病院 中央放射線部 診療放射線技師 有田圭吾 

(5) ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）による脳腫瘍治療と新たな薬剤送達法の開発 

大阪大学大学院工学研究科環境エネルギー工学専攻 助教 日下 祐江 

14:15～14:40 ＜休憩＞ 

テーマ 3「新たな研究開発の動き」 

(6)（講演依頼中） 

(7) 国際放射線防護委員会（ICRP）の活動、放射線防護に関する最近の動きと課題 

（講演者依頼中） 

(8) 先進核融合技術と民間における技術開発（LINEA）  

筑波大学 プラズマ研究センター 教授/株式会社 LINEA イノベーション取締役 CTO 坂本 瑞樹  

16:55～17:00閉会の挨拶  


